
CONPAS操作説明

CONPAS システム概要

本説明資料中のCONPASシステム画面について、今後改修等によりデザイン
が変わる可能性もございます。 1



CONPASとは

ゲート ヤード臨港道路

予約制度の導入により、トレーラー到着時間を平準化 CONPASを通じた車両情報等の活
用により、ヤード処理を効率化

阪神港におけるCONPASのイメージ※2

タッチ

PSカードリー
ダー

●●レー
ンへ

ドライバーの携帯端末PSカードドライバーの携帯端末

PSカードタッチ処理・携帯
端末による行先表示※3によ
り、ゲート処理時間を短縮

事前の搬出情報の確認、搬
入情報の照合により、ゲー
トでのトラブルを回避

※１ Container Fast Pass の略称
※２ 運用開始時以降の機能拡充の取組や他のシステム

との連携により発現される効果も含む
※３ 阪神港におけるCONPASの独自機能

◯ CONPAS※1は、コンテナターミナルのゲート前混雑の解消やコンテナトレーラーのターミナル滞在時間の短縮を

図り、コンテナ輸送の効率化及び生産性の向上を図ることを目的として国土交通省が開発。
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• 実入搬入（輸出）

• 実入搬出（輸入）

阪神CONPASが対象とするコンテナ
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阪神港におけるCONPASのシステム利用・操作の流れ（詳細版）
実入搬出（輸入）

〇海貨事業者起点のCONPAS予約の流れ

【コンテナ情報の取得】
ターミナルからコンテナ情報の取得
【海コン事業者へ作業依頼】
①予約番号・コンテナ番号などの入力
②海コン事業者への作業依頼

【作業確認】
⑥作業受付ボタンの押下
【ゲート入場】
⑦PSカードワンタッチ入場
⑧CONPAS専用端末による行先表示

【海貨事業者からの作業依頼受託】
③作業依頼受託可否の選択
【引取予約】
④引取日と時間枠の予約
【配車係からドライバーへ指示】
⑤ドライバーの選択

海貨事業者 海コン事業者
（配車係）

海コン事業者
（ドライバー）

〇海コン事業者起点のCONPAS予約の流れ

【コンテナ情報の取得】
①ターミナルからコンテナ情報の取得
【海コン事業者へ作業依頼】
②海コン事業者への作業依頼

【作業確認】
⑥作業受付ボタンの押下
【ゲート入場】
⑦PSカードワンタッチ入場
⑧CONPAS専用端末による行先表示

【コンテナ情報の入力】
③予約番号・コンテナ番号などの入力
【引取予約】
④引取日と時間枠の予約
【配車係からドライバーへ指示】
⑤ドライバーの選択

海貨事業者 海コン事業者
（配車係）

海コン事業者
（ドライバー）

実入搬入（輸出）

【海コン事業者へ作業依頼】
①Booking情報の入力
②海コン事業者への作業依頼
【搬入情報の事前照合】
③搬入情報の事前照合

【作業確認】
⑦作業受付ボタンの押下
【ゲート入場】
⑧PSカードワンタッチ
※ダメージチェック、EIRの発行等は、
非CONPAS車同様の手続きが必要

【海貨事業者からの作業依頼受託】
④作業依頼受託可否の選択
【搬入予約】
⑤搬入日と時間枠の予約
【配車係からドライバーへ指示】
⑥ドライバーの選択

海貨事業者 海コン事業者
（配車係）

海コン事業者
（ドライバー）

※灰色文字は、CONPAS以外の方法による作業
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14:30～15:30

海貨輸出画面

海コン輸出入画面
1

２

海貨輸入画面

CONPAS専用端末画面
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大阪港DICT
輸入コンテナ(実入り・搬出)の進入可否判定エリア・待機場走行レーン

搬出用の待機場内の走行レーンへの進入可
否判定エリア
「〇」 判定を固定するエリア
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大阪港DICT
輸出コンテナ(実入り・搬入)の動線・待機場の走行レーン

CONPAS係員

ターミナル誘導員(既存)

CONPAS車を優先して退出指示

ターミナル誘導員(既存)

ターミナル誘導員
(待機場内誘導)

通常車両レーン
（10レーン）

CONPAS
走行レーン
（2レーン）

・予約時間内判定の確認
・作業受付ボタンの押下有無確認
・車両通し番号の貼付位置確認
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実入り搬入用待機場内の走行レーンへ
の進入可否判定エリア
「〇」 判定を固定するエリア



神戸港PC18
INゲートまでの動線（調整中）

【凡例】

通行レーンへの進入可否判定エリア
「〇」 判定を固定するエリア

CONPAS車 ・ 通常車両（実入搬出）

通常車両（実入搬入）

調整中調整中
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